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（４）RAID システム
RAID とは複数台のハードディスクを使って，速度や信頼性を向上させる技術のことで RAID カー

ドを使用する方法と，OS によりソフトウェア的に実現する方法とがある。
RAID はその使い方でレベルがあり，複数のハードディスクに別々のデータを書き込んで転送速
度を向上させる RAID-0（ストライピング），２台のハードディスクに同じデータを書き込んで信頼
性を高める RAID-1（ミラーリング），データとエラー訂正情報を複数のディスクに分散して書き込
み，速度と信頼性を高める RAID-5 が普及している。また，RAID-0 の高速大容量化と RAID-1 の信
頼性を組み合わせた RAID0+1（RAID10）もある。

（５）SSD（Solid State Drive）
SSD はフラッシュメモリを利用した高速ドライブ装置で，ハードディスクと同じインタフェース

であるシリアルATA規格やM・2でよく使われるNVMe規格を持っている。特徴として，ハードディ
スクと比べシークタイムがないためアクセスが速い，機械的な駆動部分が無いので消費電力が少な
い，軽量，静音，耐久性があるなどの利点がある。しかし，価格が高く，書き込み・消去のたびに
素子が劣化するため，サーバやデータベースなどの用途では寿命が短くなる可能性がある，故障時
のデータ復旧の技術が確立されていないなどの欠点を持つ。

（６）UPS（Uninterruptible Power Supply）
無停電電源装置 (UPS) は，過負荷による電圧低下・落雷などによる瞬時停電・外部機器の動作に

よる電圧変動など様々な電源障害からデータの損失やハードウェアの損傷を防ぐために商用電源と
コンピュータシステムの間に設置する緊急用電源装置である。バッテリーと電源管理機能，サーバ
シャットダウン機能などが付いていて，商用電源に異常を感知すると瞬時にして内部電源に切替え
て 10 分間程度電力を供給することが出来る。
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図 4-33　RAID システム
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図 4-34　SSD 装置 図 4-35　無停電電源装置
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統合脅威管理（UTM：Unifi ed Threat Management）は，ファイヤウォールや侵入検出機能，ゲー
トウェイ型アンチウィルス機能などのセキュリティ機能を統合管理したものである。

3 . 2　ネットワーク接続
（１）ネットワークアダプタ（NIC）

コンピュータ等をネットワークに接続するには，NIC が必要である。インタフェースの形式は，
PCI Express，PCMCIA，USB，IEEE1394 等があり，環境に応じてセットアップしなければならない。

（２）インターネットプロトコル（TCP/IP）の設定
TCP/IP の設定として，IP アドレス，ゲートウェイ，DNS のアドレスと，サブネットマスクの設

定を行う必要がある。DHCP サーバがネットワーク上にある場合は，「自動的に取得する」を選ぶと，
サーバから自動的に IP アドレス等が割付けられる。
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図 6-22　セグメント構成例

図 6-23　ネットワークアダプタと TCP/IP の設定
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